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前回の蓮華便りからもう６カ月経ちました。
この間も利用者との楽しい取り組みがありましたのでご報告します。

【2011年8月3日「ギョウザ作り」】

皆で手作りしたギョウザを目の前のホットプレートで焼いて食べました。
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その美味しかった事！！
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【8月17日「畑の収穫」】
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・かぼちゃ
・なす
・きゅうり

・ピーマン

・ししとう
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立派な野菜が　　　　　　　　　　　採れました。
【8月27日「羽島の風車見物」】
羽島の山の上に100m級の大きな風車があります。風車の足元へ立ち、上を見上げると、大空へ吸い込まれそう。
そこからの海の眺めも最高です。

蓮華の皆さんの人気ドライブスポットです。
【9月23日「市来虫追い踊り見学」】
　市来の伝統行事を見学に行きました。
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【10月８日～11月4日「コスモス見学」】
　＊正福交差点近く＊
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＊都市農業センター（犬迫）＊
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【11月3日「玉ねぎ染」】

玉ねぎの皮で、きれいな黄色い布を染めて、講演会のスタッフ用の、スカーフを作りました。
【11月10日「おやつ作り」】
この日はどらやき作りでした。思わず立ち上がり参加する男性利用者Fさん。笑顔がはじけます。
【11月22日「冠嶽紅葉見学」】

【11月23日「冠嶽山市」】

雨上がりの足場の悪い中、串木野高校の学生さん達が、リヤカーで上まで移動を手伝ってくれました。乗り心地最高！
【12月14～17日「クリスマス会」】
＊コールあじさいによるコーラス（14日）＊


＊神村学園吹楽部
　による演奏・演技
　　　　　　　　　　　　　　　（16日）＊
＊鼓響舞による五つ太鼓の演技（17日）＊
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◆民家改造型小規模デイの良さとは．．．


＊家庭的な雰囲気の中でゆっくりと過ごせる。


　こたつでミカンを食べながら自宅でくつろぐように、ゆったりとした時間を過ごせます


＊少人数の為、目が行き届きやすい。


　意思表示がしにくい方の気持をくみ取り、スタッフの細やかな声かけやサポートで皆さんの輪の中に入って頂きやすく、どの方も笑顔を引き出すケアをすることが出来ます。


◆こんなケアをやっています


＊年を取って障がいが出ても他の人と交流し、


　社会性を取り戻す活動をします。


＊社会見学や地域散策を行い季節感を味わい


　感動感激する場面を増やします。


＊デイサービスに来る事で生活にはりや刺激


　を受け在宅で暮らせるように応援します。


＊口腔体操・口腔ケアを行い、体力維持、悪化　防止に努めます。脳への刺激となる指・腕の体操も行います。昆布噛みもやっています。


＊歩行能力や心肺能力維持・向上の為にステップ運動などの有酸素運動を行います。
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　久しぶりの蓮華便りとなります。年も変わり新年を迎えました。皆様お変わりないでしょうか？


昨年秋には1周年記念講演会を、いちきアクアホールにて開催し、多くの方々のご協力の元、約500名の方々にお集まり頂き感謝致しております。皆様から三好春樹先生や村瀬孝生さんのお話に「とても良かった。」「もっと聞きたかった。」などのご感想を頂きました。


又機会があれば講演会などの企画も考えて行きたいと思います。ご協力頂いた方々本当に有難うございました。
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３３－２２２７


にお電話を！！





不用品を募集しています。


・木製の食卓テーブル・テーブル用の椅子


・ファンヒーター　・加湿器　・除湿機


・縦型の軽めの湯のみ茶碗　・電話機


・深めの皿（直径10～15cm）


・カレー用スプーン　・重くない掛け布団


・（新品の）フェイスタオル、バスタオル等


　　３３－２２２７　へご連絡下さい。


　　　　











○ボランティア○


・利用者さんと一緒に過ごして下さる方


○サポーター○


・蓮華のチラシを地域のお年寄り、ご家族に配布して下さる方。
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　　　　　　　　　　　　　　　文責　江藤卓朗


　蓮華では家庭で体験できない事（行事や外出）や沢山の会話を通して利用者さんに感動や感激をしてもらい、在宅生活にハリを持ってもらおうと思っています。一方「ここにいていいんですよ。」「ここには○○さんを必要とする○○さんの役割があります。」という居場所にもしてもらおうと思っています。蓮華はお泊りのあるデイサービスですが、今年の正月、蓮華の都合でお泊りを受けられなかった利用者さんの事をご紹介します。


正月休みの時、蓮華のお泊りが利用できなかったので、某有料老人ホームに滞在されました。連れて行った初日に「なんでこんな所に！」とえらい剣幕。日を改めて翌日慣れ親しんだ方の送迎により入所したものの、日中「帰宅願望」


があり、入浴も拒否。スタッフが身体に触れる








事も嫌がって結局６日間入浴せずじまいという状況だったとの由。１月２日にはついに施設から居なくなり、スタッフの方総出で捜索し、十数キロ離れたJRの駅近くでやっと発見したとの事でした。


本来、人は慣れた場所、慣れた空間、親しみのある人間関係の中で落ち着いて過ごしたいものです。老いて少しずつ機能が落ちてくると援助が必要になってきます。利用者さんは援助により衛生的に健康で安全に活き活きと生活出来る範囲が広がります。援助には私たちスタッフの介護力(術)も必要だと思っています。スタッフAさんが入浴を勧めると入浴する割合が高いとか、Cさんが居る時には出て行こうとされない等々。利用者さんと気持ちが通い合い、意見が言い合える相互通行の関係性こそが介護力の柱。作業のようなケアは利用者さんから見抜かれてしまいます。大工さんや左官さんのように、色々な場面や利用者さんに対応出来る技術(職人技)を持ちたいと思っています。利用者さんが落ち着いて過ごしてもらう為に、作業人ではなく、職人さんになってゆきたいものです。介護の難しい方（家から出たくない人、「今日は行かない」という方、「風呂に入らない」という方など）はおられます。そう言う方と気持ちが通い合って親しくなって、心を開いて下さると、うまく介護が出来るようになるのです。「入浴してもらう。」「ここに居てもらう。」一つ一つの行動やお誘いにどう説明して語りかけて行くのか、試行錯誤です。そのうえで、蓮華では「今日も楽しかった。為になった。役に立った。」と喜ばれる居場所作りを日々目指しています。


＊正月の出来事については、ご家族に許可を得て文章化しております。


＊尚、この文章は施設によるショートステイを否定している訳ではありません。助かっているご家族・利用者も沢山おられます。あしからず。





安心できる居場所を作ろう。








蓮華の駐車場の横に畑を作っています。
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救急救命講習会のご案内


2月12日（日）午前9：00～12：00　於蓮華


＊消防署の方に御指導頂く予定です。


参加希望の方は御連絡下さい。9（木）締切り











